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はじめに

　学校管理職試験で合格論文を書くためには、必須の「技術」があります。
　この技術を身に付けることができれば、どんな問題が出ても自分の力で合
格論文を書き上げることができるようになります。
　本書は受験者の先生方に、この「技術」のすべてを伝えるとともに、実際
に「これだけ書ければ合格」といえる模範論文を多数掲載し、めざすべき「ゴー
ル」を示します。

・管理職試験の受験を決意したが、何から始めたらよいかわからない
・たくさんの模範論文を読んできたが、未だに書き方がわからない
・どんな問題でもきちんと書き上げるにはどうしたらよいのかわからない

　こんな悩みを持つ方は、ぜひ本書で学び、試験に備えてください。

　本書は、大きく分けて２編で構成しています。
　第１編は、「合格論文を書く技術」です。
　第１章「評価される大論文の書き方」では、大論文（本書では、1,200 ～ 2,000
字で書く論文を「大論文」と呼んでいます）の書き方について、基礎・基本
から、応用、注意すべきポイントまでを解説します。大論文は、現在学校教
育が抱えているさまざまな課題について、校長や教頭などの管理職として行
う方策について書くものです。したがって、思いついたまま書く随想や随筆
と違って、合格するための書き方があります。
　まず、設問で掲げられた課題をどのように捉えるのか、そして、序論の書
き方、本論の中での柱の立て方、論・例・策の書き方、結論の書き方などに
ついてまとめました。さらに、時系列に沿った書き方、多角的な視点で考察
するコツなどを解説しています。
　第２章「差がつく小論文の書き方」では、大論文とはまた異なる小論文を
書くための工夫を解説しています。800 字程度の小論文は、字数が少ない分、
きわめて短い時間しか与えられません。したがって、小論文特有の書き方を
知っていることが、合格するためには必要です。
　第３章「ダメ論文の添削改善例」では、このような論文では絶対に合格し
ないだろう、という典型例を９つ例示しています。そのうえで、どのように
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改善すれば合格論文にできるかを示しました。この添削改善例を参考に、ぜ
ひ自分の書いている論文と比較して、論文の書き方を工夫してみてください。
　第４章「提出論文の書き方」では、東京都などで行われている管理職試験
の事前提出の論文の書き方を示しました。
　第２編は、「模範論文」です。
　第５章「最新教育課題の模範解答例」では、1,500 字と 1,200 字の論文を、
学校論・教師論・子ども論・教育論の４つのテーマごとに、計 12 本掲載し
ました。
　第６章「校長論文の模範解答例」、第７章「教頭論文の模範解答例」、第８
章の「事例問題の模範解答例」では、頻出・重要課題を精選し、48 本を掲
載しました。
　第９章「小論文の模範解答例」では、17 本の論文例を 800 字で掲載しま
した。

　論文には、「不易」と「流行」の問題があります。この論文例で示したよ
うに、学校・教師・子ども・教育それぞれのテーマで、さまざまな課題があ
ります。本書は、その中でもアップトゥデートな課題を選んで書いてありま
すので、ぜひ参考にしてください。

　なお、本書は『学校管理職試験　合格論文の技術』（初版・2014 年刊、第
１次改訂版・2017 年刊）のタイトルを変更し、改訂したものです。
　「個別最適な学びと協働的な学び」「チームとしての学校」「特別の教科　
道徳」をはじめとする、学校教育をめぐる近年の動きをフォローするととも
に、テーマ・字数を問わず、採点者の心をつかむ合格論文の書き方を詳解す
るという本書の最大の特長をタイトルに示すべく、この改訂を機に改題する
こととしました。

　本書が受験される先生方のお役に立ち、試験に合格されることを心よりお
祈り申し上げます。

　2022 年３月
 学校管理職試験研究会会長
 久保田 正己
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第１章　評価される大論文の書き方
 ① 学校課題への最善な解決策を記述する―――16
 ② 論文の決め手は「論・例・策」―――18
 ③ 「序論」は 4文で決める―――20
 ④ 「柱」を立てて読みやすい論文にする―――23
 ⑤ 設問に対応した「柱」を立てる―――26
 ⑥ 「柱」としっかりリンクした「論」を書く―――29
 ⑦ 「例」には成果や効果を必ず入れる―――31
 ⑧ 抽象的でなく具体的な「策」を書く―――34
 ⑨ 「策」は重要な順に番号を付けて書く―――37
 ⑩ 「結論」では覚悟や決意を示す―――40
 ⑪ 「結論」は「光る言葉」で差をつける―――42
 ⑫ 小見出しで分ける書き方もある―――44
 ⑬ 柱や小見出しを立てずに書く―――47
 ⑭ 時系列に沿って対応策を書く―――50
 ⑮ 多角的な視点で対応策を考える―――52
 COLUMN 1 　「１文は短く」を心がける―――54

第２章　差がつく小論文の書き方
 ① 小論文は実務能力が問われる―――56
 ② 小論文には不易と流行の問題がある―――58
 ③ 小論文も「序論・本論・結論」が基本―――60
 ④ 小論文は特に「策」が重要―――62
 ⑤ PDCA の観点から「策」を並べる―――65

第１編　合格論文を書く技術

学校管理職試験　採点者の心をつかむ！　合格論文の全技術 ◉目次
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 ⑥ 法規に関する得意分野を持つ―――67
 ⑦ 「個」と「全体」をふまえて書く―――69
 ⑧ 事例問題は正確な事実を把握する―――71
 ⑨ 事件 ･ 事故は漏れなく指示を書く―――74
 ⑩ 管理職の視点を文末で示す―――77
 COLUMN 2 　副詞の呼応にはきまりがある―――80

第３章　ダメ論文の添削改善例
 ① 序論が長すぎる論文―――82
 ② スローガンを並べた論文―――85
 ③ 「策」が１つだけしかない論文―――88
 ④ 「論」だけを繰り返し述べる論文―――91
 ⑤ 随想風でまとまりがない論文―――94
 ⑥ 現任校を批判する論文―――97
 ⑦ 現任校の活動報告を述べる論文―――100
 ⑧ 過去の経験の思い出に浸る論文―――103
 ⑨ カタカナが必要以上に多い論文―――106

第４章　提出論文の書き方
 ① 提出論文を書くためのポイント―――110
 ② 学校の現状を正確に分析する―――112
 ③ 課題実現を阻む問題点を指摘する―――114
 ④ 具体的 ･現実的な解決策を提示する―――116
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第５章　最新教育課題の模範解答例

 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――122

  ① 令和の日本型学校教育の構築―――122
  ② 緊急事態を想定した学校の危機管理―――124
  ③ チームとしての学校の取組み―――126

 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――128

  ④ 教員の働き方改革―――128
  ⑤ 感染症対策に対応した学校経営―――130
  ⑥ 性同一性障害等への意識の向上―――132

 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――134

  ⑦ プログラミング教育の推進―――134
  ⑧ 個別最適な学びと協働的な学びの実現―――136
  ⑨ LINE を使ったいじめ問題―――138

 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――140

  ⑩ GIGA スクール構想の実現―――140
  ⑪ STEAM教育の推進―――142
  ⑫ 18 歳選挙権と主権者教育―――144
 COLUMN 3 　同音異義語・異字同訓語に注意する―――146

第２編　模範論文
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第６章　校長論文の模範解答例

 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――148

  ① 主体的 ･対話的で深い学びの実現―――148
  ② 組織マネジメントの確立―――150
  ③ 校長のリーダーシップの発揮―――152
  ④ 教育課程の質的な管理―――154
  ⑤ インクルーシブ教育の推進―――156

 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――158

  ⑥ 教師力の育成に向けた取組み―――158
  ⑦ わかる授業の実践と教職員の指導―――160
  ⑧ 校長校務の引継ぎ―――162
  ⑨ 教職員の資質向上への取組み―――164
  ⑩ 効果的な教員評価の実践―――166

 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――168

  ⑪ 課題解決に取り組む態度の育成―――168
  ⑫ 子どもの貧困問題への対応―――170
  ⑬ 不登校問題への対応―――172
  ⑭ 体力・運動能力の向上への取組み―――174
  ⑮ 生徒指導への取組み―――176

 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――178

  ⑯ 教育目標の実現に向けた取組み―――178
  ⑰ 言語力の育成―――180
  ⑱ 調和のとれた教育課程の実践―――182
  ⑲ 「特別の教科　道徳」の推進―――184
  ⑳ 食物アレルギーへの対応―――186
 COLUMN 4 　同じ言葉は必ず表記を統一する―――188
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第７章　教頭論文の模範解答例

 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――190

  ① 人事評価の推進―――190
  ② 防災教育の推進―――192
  ③ 学校内の定期的見回り―――194
  ④ 学級崩壊への対応―――196
  ⑤ 校内研修の推進―――198

 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――200

  ⑥ 体罰防止への取組み―――200
  ⑦ 学年主任への指導―――202
  ⑧ 不祥事の防止・服務の徹底―――204
  ⑨ 教員の多忙化への対応―――206
  ⑩ 初任者研修の充実―――208

 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――210

  ⑪ 生徒の暴力行為への対応―――210
  ⑫ 社会性や規範意識の向上―――212
  ⑬ 家庭学習指導の推進―――214
  ⑭ インフルエンザ・感染症への対応―――216
  ⑮ 生活習慣・運動習慣の確立と定着―――218

 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――220

  ⑯ 小中一貫教育の推進―――220
  ⑰ 学校評価の推進―――222
  ⑱ 公共の精神の涵養―――224
  ⑲ キャリア教育の推進―――226
  ⑳ 食育の推進―――228
 COLUMN 5 　管理職論文への対策―――230
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第８章　事例問題の模範解答例

 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――232

  ① 部活動顧問の後継者育成―――232
  ② 怪我への対応と安全の確保―――234

 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――236

  ③ 児童の立場に立った生徒指導―――236
  ④ 校内人事への適切な対応―――238

 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――240

  ⑤ 道路横断中の事故への対応―――240
  ⑥ 器物損壊事件への対応―――242

 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――244

  ⑦ 伝統や文化に関する教育の充実―――244
  ⑧ 効果的な小中連絡会の実施―――246
 COLUMN 6 　試験当日の注意点―――248
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第９章　小論文の模範解答例

 ◆学校論―――――――――――――――――――――――――250

  ① 授業の充実に向けた取組み―――250
  ② 活力ある学校運営―――251
  ③ 命を大切にする教育の推進―――252
  ④ 職員会議の活性化―――253
  ⑤ 特別支援教育への取組み―――254

 ◆教師論―――――――――――――――――――――――――255

  ⑥ 指導力不足教員への対応―――255
  ⑦ 教職員のメンタルヘルス対応―――256
  ⑧ 教職員の服務―――257
  ⑨ 教職員のモラル―――258

 ◆子ども論――――――――――――――――――――――――259

  ⑩ 読書活動の推進―――259
  ⑪ 携帯・ネット犯罪の防止―――260
  ⑫ 小１プロブレムへの対応―――261
  ⑬ 不審者への対応―――262

 ◆教育論―――――――――――――――――――――――――263

  ⑭ 環境教育の推進―――263
  ⑮ 地域の人材活用―――264
  ⑯ 学校運営協議会への対応―――265
  ⑰ 家庭・地域の教育力の向上―――266



16

CHECK!

◎管理職としての能力と識見を論文で示す
◎日常の真剣な教育実践で、解決策を獲得できる

◆管理職試験では「論文・論作文」が出題
　校長がつかさどり、副校長が助け、教頭が整理する校務は、次の「８管理
２連携」があります。
　①学校教育の管理、②所属職員の管理、③児童・生徒の管理、④施設・設
備の管理、⑤学校保健の管理、⑥学校予算の管理、⑦諸文書の管理、⑧情報
等の管理、⑨保護者・地域社会との連携、⑩教育委員会・行政との連携です。
　これらの校務を適正に進めるための能力と識見が管理職には求められま
す。教職員の働き方改革、いじめによる自殺や体罰などの問題、学力や体力
の向上などの問題、保護者からの苦情など、管理職として真摯に対応し、解
決しなければならない学校課題も数多く存在します。そこで、広い視野と豊
かな経験を持って教育上の諸課題を把握し、その解決を図る能力や識見、具
体的な方策を持っているかどうかが管理職には必要です。また、教育実践に
日々誠実に取り組み、現任校の教育改善に努めることから対応力の向上を図
ることもできます。こうしたことは必ず論文内容に現れます。したがって、「論
文や論作文」を記述させることは、管理職として最善の対応ができるかどう
かを見定めるのに最適なのです。
　学校課題への対応や解決策をしっかり記述することができれば、管理職と
しての能力や識見を論文の中に十分に示すことができるのです。

◆管理職試験の特徴
　管理職試験は、「競争試験」ではなく「選考試験」です。
　選考とは、他者との競争ではなく、本人の職務遂行能力の有無を判定する
試験のことをいいます。つまり、管理職試験は、受験者が管理職としての能
力と識見を持っているかどうか、そして、一校を任せられる人物であるかど
うかを調べる試験なのです。

❶学校課題への最善な解決策を記述する
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　しかし、○×テストや択一、穴埋め試験などだけでは、こうした資質・能
力はなかなか把握できません。一方、論文試験はその論述の仕方の中に、校
務に対する考え方、学校内のあらゆる分掌に関わる課題解決能力など、管理
職として必要な資質や能力、識見を見ることができるため、多くの教育委員
会で行われているのです。

◆日常の真剣な教育実践から、方策を獲得
　日頃の教育実践に真剣に取り組んでいると、論文の中に今まで自分が課題
解決に努めた「解決例」や「解決策」を豊富に盛り込むことができます。
　日頃の教育実践が貧弱な場合には、論文の中で具体的な「解決例」や「解
決策」を論述することができません。つまり、単に試験のために論文を書く
練習をするだけでは、試験官を首肯させる論文を書くことはできないのです。
　例えば、「これからの学校教育を進める上で実現するべき子どもたちの学
びについて、あなたはどのように考えますか」という論文問題が出題された
とします。これは管理職としてつねに考えておかなければならない学校教育
課題です。そこで次のような記述ができれば、説得力が出てきます。

　すべての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学び

の実現を図ることが必要である。それには、支援が必要な児童生徒へのより

重点的な指導の個別化と、その子どもならではの課題の設定など学習の個性

化を図る必要がある。また学校ならではの協働的な学び合いや地域の方々を

はじめ多様な他者と協働した探究的な学びなどを通じ、持続可能な社会の創

り手としての必要な資質や能力を育成する協働的な学びも必要である。

　論文にこうした最善の方策を記述するには、何より日常の教育実践に真剣
に取り組むことが大切だということを忘れないようにしましょう。


